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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・研修会予定

認知症サポーター養成講座

日時：6月22日(水)17：10～　場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
参加者は遅れず参加すること。
第1回院内研修　　

日時：6月21日(火)･23日(木)17：30～18：00
場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
テーマ：当院における精神医療サービスの在り方・今後の方向性　講師：佐々木AOM
※日程変更となっているため、再度出欠を入力しておくこと。

・デイケア見学予定

6月16日(木)13：00～　日向端　庸男様

6月17日(金)14：00～　浜辺　信明様
・デイケア体験利用予定

6月21日(火)14：00～16：00　松川　順子様

・デイケア利用開始予定。

6月20日(月)より　齊藤　良宏様　　利用日：月曜日　　担当：赤坂

6月23日(木)より　下村　英三郎様　利用日：木曜日　　担当：藤田
・早期加算対象者について、加算期間に注意し、間違いなく入力を行なっていくこと。
・6月29日(水)30日(木)第2班の職員旅行実施。スタッフが少なくなるため、各自協力しながら業務を行なっていくこと。

・勤続5年海外研修旅行について

日程は確定していないが、行き先はグアムの予定

対象者は参加･不参加届け及び参加申込書を6月30日(木)までに本部SSへ提出すること。

・広報記録委員会より

For春夏号の表紙･裏表紙の写真募集中。採用者には賞金あり。奮って応募のこと。

応募締め切り：6月21日(火)

・6月16日～7月15日の勤務表に変更あるので、各自確認し間違えないようにすること。

＜青陽館利用者様情報＞

・平　京子　様　～先週、服薬が変更になったことで、「朝起きれなくなった」と話していたが、本日起床について尋ねると、「起きれるようになりました」と話している。体調の変化があった際は医師やスタッフに伝えるように助言している。

・稲垣　ふき　様～青風荘より情報提供あり、昨日帰荘後、20：45血圧162/93mmHg、再検150/81mmHg。翌朝8：00血圧151/88mmHg、再検153/85mmHgで経過。体調については、「眠い、頭がボーっとする、右膝の裏が痛い」と話しており、経過観察しているとのこと。本日のデイナイトケアでは、不調の訴えは聞かれていない。体調について「ちょっとぼぉーっとするけれど、大丈夫」「眠気もないよ」と話している。右膝の裏の痛みについては、「痛みはない」とのこと。今後、不調のある際は、スタッフへ話すよう伝えている。

・千葉　輝夫　様～いつもの来所時間に来所せず、デイケアのメンバーよりバスに乗っていなかったとの情報ある。本人の携帯電話にかけると家に居ると答える。これから行きますと話し、普段の来所時間より遅れて来所している。理由を確認するが、「いつもの時間に来たよ」と話している。時計を見ているが、普段の時間と違うことは自覚していない様子見られている。体調にについても確認するが、「大丈夫だよ」と話している。毎朝、息子様から連絡が入り、通所しているため、今日は息子様から連絡があったのか確認するが、「今日はきていないと思う」と話している。来所後は、通常通りプログラムに参加している。

・大下　良悦　様～青風荘より情報提供あり、昨日夕食時から動作緩慢・顔面紅潮・口元の振戦が見られており、18：30スタッフを鋭い目つきで見ていることや、夕食後薬時を他者と同じ時間に服用して頂くよう説明すると、コップと服薬ノートを持ったまま思考停止の様子見られ、その場で足踏みしている。また、鼻汁をすすり、顔面紅潮も継続しているため検温すると、37.2℃、再検36.8℃。就床前薬服用の頃には徐々に落ち着き、翌朝は36.5℃であったと情報提供ある。本日のデイナイトケアでは、来書時の体温36.3℃。動作緩慢・顔面紅潮・口元の振戦、思考停止の様子は見られていない。プログラムに参加し、スタッフへも表情良く話し掛けている。今後、不調や不安事がある際は、すぐに相談するよう促している。

・八木橋　牧雄様～昨日のナイトケアで来所時の体調を確認すると、笑いながら「具合悪い」と答えている。スタッフから再度話をすると、眠気があるとのことだが、その他不調は無く、問題はないと話している。酒臭は無く、手指振戦や顔面紅潮はあるが目立つほどではない。何か不調を感じた際にはすぐ相談するよう伝えると、「わかった」と返答。以降、欠伸をしていることはあるが、居眠りは無く、終了までスタッフと交流しながら表情良く過ごしている。
＜外来情報＞

・奥山　以依子様～血圧が低くなると、フラフラすることがあるが、現在は少し良いとのこと。血圧が高くなると尿が出にくくなることあるがどうか尋ねると「でている」と返事あり。

・船場　幸子　様～緑の手帳の手続きについて、保健所に行けばいいのかわからないと話しており、ワーカーから説明を聞いている。

・坂本　健治　様～前回受診日と同じ話をしている。

・久慈　邦雄　様～変わりなし。

・中居　美津子様～妄想の話をしているが、特にかわりなし。
＜事例検討＞

カンファレンスシート（ 鈴木　淳浩様 ）

実施日：H28年6月16日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　担当チーム：石渡　歩美・馬場　勇治・小嶋　彩香

　　　　　　　　　　　　　　　参加者：藤田・赤坂・馬場・佐々木・石渡

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	鈴木　淳浩　様
	性別
	男
	年齢
	28
	生年月日
	S63.6.10

	主病名
	広汎性発達障害

社交不安障害
	合併症
	クローン病

	治療方針（医師の指示）
	積極的にデイケアに参加し、対人関係能力の向上と就労支援を行っていく。

	本人希望
	コミュニケーションや対人関係能力を鍛えたい。体力をつけていきたい。徐々に仕事をしていきたい。

	家族希望
	仕事を頑張って欲しい。

	入院歴
	計　0　回

	通所歴
	　　1回目

· 開始：H26年12月11日～現在　（週3回/月・火・木曜日）

	その他サービス利用
	H28年6月17日就労支援施設A型を見学予定

	住居：実家
	家族構成
父

母

	利用制度
	障害年金申請中
	
	


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	デイケアに通いながら就労の準備を進めていく
	①デイケアに継続して通所し、体力をつけていく。
	①自分から積極的にプログラムに参加し、活動的に過ごす。運動療法では体力の向上が図れるように身体を動かせるようになる。
	①自分からプログラムに参加し、活動的に過ごす。運動療法では大きく身体を動かし、体力の向上を目指す。スタッフからプログラム等の活動を促していき、体力の向上を図れるよう運動の提供を行っていく。

	
	②自分からコミュニケーションをとれるようになる
	②コミュニケーションの機会を作り、相手に悪い印象を与えないように対応する。
	②声を掛けられた時には落ち着いて対応し、正しい対応ができるようになる。スタッフは交流時の様子を観察し、相手に悪い印象を与えている際にはその都度振り返りを行っていく。

	
	③就労に関連する能力を向上する。
	③就労支援に参加し、自身の能力を確認するとともに、苦手な能力を訓練していく。
	③要領の悪さ、物忘れについて意識し、プログラムを通じながら能力の改善を図っていく。スタッフは本人の能力を確認していきながら、適切なプログラムを提供していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①自分から積極的にプログラムに参加し、活動的に過ごす。運動療法では体力の向上が図れるように身体を動かせるようになる。
	パソコンを使用したプログラムには意欲的に取り組んでいる。運動療法では、最近はレクダンスに取り組む様子がみられている。２曲程行うと休憩をとっているが、就労支援施設の見学が決まってからは個室で過ごす時間は減少してきている。
	目標は継続していく。関わり方として就労に向け、特定のプログラムのみの参加ではなく様々なプログラムに参加できるよう声掛けを行う。プログラムが就労に必要な能力の何に結びつくのかを考え、理解出来るように支援する。

	②コミュニケーションの機会を作り、相手に悪い印象を与えないように対応する
	他者へ自分から話し掛ける様子はなかなかなく、コミュニケーションの機会を自分から作る事は難しい現状となっている。プログラムの中では、他者の質問に答える事や、返答する事が出来ている。
	現状では自らコミュニケーションの機会を作ることが難しい状態である。相手から話し掛けられた際に、対応している状態である為、相手から声を掛けられた際に落ち着いて正しい対応が出来る事を目標としていく。よって目標を変更する。

	③就労支援に参加し、自身の能力を確認するとともに、苦手な能力を訓練していく。
	自分自身の能力について「言われた事を理解して作業に取り組むのが苦手。」と話している。作業療法時には塗り絵を実施している為、指示動作能力はあまり使われていない状態である。
	指示動作能力を使用し、工程を分けられる作業として折り紙細工を提供する。目標は継続していく。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	デイケアに通いながら就労の準備を進めていく
	①デイケアに継続して通所し、体力をつけていく。
	①自分から積極的にプログラムに参加し、活動的に過ごす。運動療法では体力の向上が図れるように身体を動かせるようになる。
	①自分からプログラムに参加し、活動的に過ごす。運動療法では大きく身体を動かし、体力の向上を目指す。スタッフの関わりとして、プログラムが就労に必要な能力のどの部分に結びつくかを説明し、本人が意識し易いようにする。その上で、プログラム等の活動を促していき、体力の向上を図れるよう運動の提供を行っていく。

	
	②自分からコミュニケーションをとれるようになる
	②相手から声を掛けられた際に、落ち着いて対応ができる。
	②声を掛けられた時には落ち着いて対応し、正しい対応ができるようになる。スタッフは交流時の様子を観察し、相手に悪い印象を与えている際にはその都度振り返りを行っていく。

	
	③就労に関連する能力を向上する。
	③就労支援に参加し、自身の能力を確認するとともに、苦手な能力を訓練していく。
	③要領の悪さ、物忘れについて意識し、プログラムを通じながら能力の改善を図っていく。スタッフは本人の能力を確認していきながら、適切なプログラムを提供していく。


